Customs and Trade Automated Interface Requirements

	輸入者保安申告 
(ISF-10, ISF-5)


	本章は輸入者保安申告（ISF-10及びISF-5）ﾃﾞｰﾀ要素をCBPに送信できるようにするﾚｺｰﾄﾞを提供する。


トランザクション処理









ISF‑3
輸入者保安申告情報(ISF-10) 








ISF‑5
輸入者保安申告情報；積み降ろしされない外国貨物(FROB)、保税運送後輸出(T&E)、

直輸出(IE)、用(ISF-5) 









ISF‑5
ISF-10 ループ定義










ISF‑6
ISF-5 ループ定義










ISF‑7
出力レコード使用マップ









ISF‑8
ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF10 (入力)








ISF‑11
そのISF提出が関連しているISF輸入者番号を提供する必須のﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF13 (入力)








ISF‑16
これは積荷の追加詳細情報を提供する条件付のﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF15 (入力)








ISF‑17
これは当該船荷証券番号について、ISF情報を関連する商用申告と結び付けるために使用される、積荷参照識別子を提供する必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF20 (入力)








ISF‑19
これは参照ﾃﾞｰﾀを提供する条件付の入力ﾚｺｰﾄﾞである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF25 (入力)








ISF‑21
これは各コンテナについての情報を報告するために使用される任意の入力レコードである
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF30 (入力)








ISF‑22
報告されようとしている営利企業・団体を識別する必須のレコード
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF31 (入力)








ISF‑25
営利企業・団体の副次的名称を提供する任意のレコード
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF35 (入力)








ISF‑26

番地、通りの名前及び、例えば部屋/階の番号と建屋名等の、追加の住所指定情報を報告するために使用される条件付レコード

ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF36 (入力)








ISF‑27
都市、（米国の）州/（その他の国の）州、郵便番号及び国に関する地理的ﾃﾞｰﾀを報告するために使用される条件付ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF40 (入力)








ISF‑28
実行関税率表(HTS)品目ｺｰﾄﾞ及び当該物品が製造され、生産され又は栽培された原産国を提供するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF50 (入力)








ISF‑29
当該積荷がFROB（米国で荷降ろしされない外国貨物）又は輸出のための保税運送・輸送通関申告 ﾀｲﾌﾟ 62 TE（保税運送後輸出）及び 63 IE（直輸出）の場合に限り使用される条件付ﾚｺｰﾄﾞ。  このﾚｺｰﾄﾞは外国の仕向港及び、物品が外国の陸揚げ港を超えて移動している場合の外国の内部の仕向地を提供する。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF90 (出力)








ISF‑30
これは受理/拒否情報を、ISF-10又はISF-5 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄを提出している企業･団体に提供するために使用される必須の出力レコードである。
輸入者保安申告
本章は輸入者保安申告（ISF-10及びISF-5）ﾃﾞｰﾀ要素をCBPに送信できるようにする　ﾚｺｰﾄﾞを提供する。
トランザクション処理
ABI通関申告者と通関申告しないABI利用者の両方が本提出物による輸入者保安申告(ISF)処理を利用できる。本入力ｾｯﾄのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ･ｾｯﾄ識別子はSF（適用業務識別子）であり、CBPからの応答はSN（適用業務識別子）出力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ･ｾｯﾄによる。　 
先に受理された輸入者保安申告(ISF)を削除するためには、SN出力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに前もって規定されたISFﾄﾗﾝｻﾞｸｼﾖﾝ番号を含む、唯一SF10ﾚｺｰﾄﾞが要求される。その他全ての　ﾚｺｰﾄﾞについて、必須/条件付状態が指示されているものは"Add"又は"Replace"ｱｸｼｮﾝにだけ適用される。
通則
ﾃﾞｰﾀをﾌｨﾗｰ･ﾌｨｰﾙﾄﾞに入れてはならない。もし、ﾃﾞｰﾀがﾌｨﾗｰ･ﾌｨｰﾙﾄﾞにあるなら、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが生ずるものとする。未使用の数値フィールドをゼロで埋めてはならない。これらのﾌｨｰﾙﾄﾞは空白で埋められなければならない、そうでなければｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが生ずるものとする。
ﾃﾞｰﾀを送信する場合、全ての文字を必ず大文字にする。  ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝによっては、小文字の文字を検出した場合に特定のｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを返せないものがある限り、CBPは小文字で送信されたﾃﾞｰﾀの処理結果の一貫性を保証することができない。
データ要素
データ要素の記述子は次の如く定義される：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
A
そのデータ要素はアルファベット［英字］のみである。
AN
そのデータ要素は英数字のみである。
C
そのデータ要素は特殊文字（制御文字等）である。
N
そのデータ要素は数字のみである。
X 
そのデータ要素は 英数字又は特殊文字である。
全てのデータ要素は固定長形式である。もし、全桁が埋められないならその書式設定規則は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
A
左寄せ空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
AN
左寄せ空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
C
左寄せ空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
N
右寄せ０［ｾﾞﾛ］埋め。
X
左寄せ空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
「注」 ：もし、ﾌｨｰﾙﾄﾞに挿入するﾃﾞｰﾀがないなら、空白埋めされなければならない。 
輸入者保安申告情報（ISF-10）
1. 製造者の名称及び住所
2. 販売者の名称及び住所
3. 購入者の名称及び住所
4. 出荷先の名称及び住所
5. コンテナ詰めの予定場所
6. 混載業者の名称及び住所
7. （特定制度）登録輸入者
8. 荷受人識別番号 
9. 物品が製造され、生産され又は栽培された原産国
10. 少なくとも６桁単位の実行関税率表（番号）
輸入者保安申告情報；積み降ろしされない外国貨物(FROB)、    保税運送後輸出(T&E)、直輸出(IE)、用（ISF-5）
1. 予約会社の名称及び住所
2. 外国の積み降ろし港
3. 引渡し場所
4. 出荷先の名称及び住所
5. 少なくとも６桁単位の実行関税率表（番号）
入力レコード使用マップ
下表は、この自動ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(CATAIR)が求めるISF-10若しくはISF-5入力ﾒｯｾｰｼﾞの中での反復分類の構築方法を説明している。  

ISF-10 入力レコード使用マップ：
ﾚｺｰﾄﾞの

要求  使用
ﾙｰﾌﾟの



識別子
名　称
記号  限度
繰返し
注記
	
	ﾌﾞﾛｯｸ制御分類
	M
	
	1
	
	
	
	

	
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ制御ﾍｯﾀﾞｰ (A,B)
	M
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ISF分類
	M
	
	999
	
	
	
	

	SF10
	輸入者保安申告ﾍｯﾀﾞｰ
	M
	1
	
	
	
	
	

	SF15
	積荷参照識別子
	M
	999
	
	
	
	
	

	SF20
	参照識別子
	O
	999
	
	
	
	
	

	SF25
	コンテナ/設備
	O
	999
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	企業・団体分類
	M
	
	999
	1
	
	
	

	SF30
	企業・団体の名称及び種別
	M
	1
	
	
	
	
	

	SF31
	企業・団体の副次的名称
	O
	1
	
	
	
	
	

	SF35
	企業・団体の住所
	C
	3
	
	
	
	
	

	SF36
	企業・団体の地理的地域
	C
	1
	
	
	
	
	

	SF40
	実行関税率表（番号）
	C
	999
	
	2
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ制御後書き(Y,Z)
	M
	
	
	
	
	
	


記号表示：M=報告必須；C=報告条件付；O=報告任意
「注 
1」
一般に、ISF申告者は登録輸入者、荷受人、販売者、購入者、送り先、ｺﾝﾃﾅ詰め場所、及び混載業者に対する全SF30/SF31/SF35/SF36企業・団体ﾚｺｰﾄﾞ、その後に続けて製造者に対する全SF30/SF31/SF35/SF36企業・団体ﾚｺｰﾄﾞを提出する。
「注 
2」
各製造者に対し、少なくとも１つ以上最大999個までの実行関税率表(SF40)ﾚｺｰﾄﾞが必ず企業･団体分類に含まれなければならない。実行関税率表(SF40)ﾚｺｰﾄﾞが登録輸入者、荷受人、販売者、購入者、送り先、ｺﾝﾃﾅ詰め場所、及び混載業者の企業･団体分類の一部として含まれることはない。
ISF-5入力レコード使用マップ：
ﾚｺｰﾄﾞの

要求  使用
ﾙｰﾌﾟの



識別子
名　称
記号  限度
繰返し
注記
	
	ﾌﾞﾛｯｸ制御分類
	M
	
	1
	
	
	
	

	
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ制御ﾍｯﾀﾞｰ (A,B)
	M
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ISF分類
	M
	
	1
	
	
	
	

	SF10
	輸入者保安申告ﾍｯﾀﾞｰ
	M
	1
	
	
	
	
	

	SF15
	積荷参照識別子
	M
	999
	
	
	
	
	

	SF20
	参照識別子
	O
	999
	
	
	
	
	

	SF25
	コンテナ/設備
	O
	999
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	企業・団体分類
	M
	
	999
	1
	
	
	

	SF30
	企業・団体の名称及び種別
	M
	1
	
	
	
	
	

	SF31
	企業・団体の副次的名称
	O
	1
	
	
	
	
	

	SF35
	企業・団体の住所
	C
	3
	
	
	
	
	

	SF36
	企業・団体の地理的地域
	C
	1
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	実行関税率表分類
	M
	
	999
	2
	
	
	

	SF40
	実行関税率表
	M
	1
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	FROB 積荷情報分類
	C
	
	1
	
	
	
	

	SF50
	FROB積荷情報
	M
	1
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ制御後書き (Y,Z)
	M
	
	
	
	
	
	


記号表示:  M = 報告必須; C = 報告条件付; O = 報告任意
「注 
1」
ISF-5提出物について、SF30/SF31/SF35/SF36企業･団体ﾚｺｰﾄﾞは送り先及び予約会社用の場合に限り必要である。 製造者はISF-5提出物に関する企業・団体（ﾚｺｰﾄﾞ）に含まれない。
「注 
2」
少なくとも１つ以上最大999個までの実行関税率表(SF40)ﾚｺｰﾄﾞが最後のSF30/SF31　/SF35/SF36企業・団体ﾚｺｰﾄﾞの直後に続かなければならない。
出力レコード使用マップ 

（誤りのある）該当するﾚｺｰﾄﾞやﾌｨｰﾙﾄﾞが原の若しくは訂正後のISF提出物に含まれていた場合だけ、条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ及びﾌｨｰﾙﾄﾞが追加される。

下表は、この自動ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(CATAIR)がISF-10若しくはISF-5出力応答ﾒｯｾｰｼﾞの中で、反復分類をどのように構築するかを説明している。  

輸入者保安申告出力応答レコード使用マップ：
ﾚｺｰﾄﾞの

要求  使用
ﾙｰﾌﾟの



識別子
名　称
記号  限度
繰返し
注記
	
	ﾌﾞﾛｯｸ制御分類
	M
	
	1
	
	
	
	
	

	
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ制御ﾍｯﾀﾞｰ (A,B)
	M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ISF分類
	M
	
	1
	1
	
	
	
	

	SF10
	輸入者保安申告ﾍｯﾀﾞｰ
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	C
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	積荷参照識別子分類
	M
	
	999
	1
	
	
	
	

	SF15
	積荷参照識別子
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	C
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	参照識別子分類
	C
	
	999
	2
	
	
	
	

	SF20
	参照識別子
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	C
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	コンテナ/設備ｴﾗｰ分類
	C
	
	999
	3
	
	
	
	

	SF25
	コンテナ/設備
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	M
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	企業・団体分類
	C
	
	999
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	企業・団体の名称及び種別ｴﾗｰ分類
	M
	
	1
	4
	
	
	
	

	SF30
	企業・団体の名称及び種別
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	C
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	企業・団体の副次的名称ｴﾗｰ分類
	C
	
	1
	3
	
	
	
	

	SF31
	企業・団体の副次的名称
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	M
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	企業・団体の住所ｴﾗｰ分類
	C
	
	3
	3
	
	
	
	

	SF35
	企業・団体の住所
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	M
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	企業・団体の地理的地域ｴﾗｰ分類
	C
	
	1
	3
	
	
	
	

	SF36
	企業・団体の地理的地域
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	M
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	実行関税率表分類(ISF-10用)
	C
	
	999
	3
	
	
	
	

	SF40
	実行関税率表
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	M
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	実行関税率表分類(for ISF-5)
	C
	
	999
	3
	
	
	
	

	SF40
	実行関税率表
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	M
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	FROB 積荷ｴﾗｰ分類
	C
	
	1
	3
	
	
	
	

	SF50
	FROB積荷情報
	M
	1
	
	
	
	
	
	

	SF90
	ｴﾗｰﾚｺｰﾄﾞ
	M
	10
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	SF90
	受理/拒否ﾒｯｾｰｼﾞ
	M
	1
	
	5
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ制御後書き  (Y,Z)
	M
	
	
	
	
	
	
	


記号表示：　　M=報告必須；  　　　C=報告条件付
「注 
1」
ISFﾍｯﾀﾞｰ(SF10)ﾚｺｰﾄﾞ及び積荷参照識別子(SF15)ﾚｺｰﾄﾞが、ISF-5若しくはISF-10の提出に応えて、いつでも返される。SF10 又はSF15ﾚｺｰﾄﾞのｴﾗｰについては、ｴﾗｰ検出ﾚｺｰﾄﾞの直後に１つ以上のｴﾗｰ(SF90)ﾚｺｰﾄﾞが来る。
「注 
2」
（参照識別子）SF20は、それが送信者により提供されていた場合に返される。SF20 ﾚｺｰﾄﾞのｴﾗｰについては、ｴﾗｰ検出ﾚｺｰﾄﾞの直後に１つ以上のｴﾗｰ(SF90)ﾚｺｰﾄﾞが来る。
「注 
3」
コンテナ/設備 (SF25) ﾚｺｰﾄﾞ、企業・団体の副次的名称 (SF31) ﾚｺｰﾄﾞ、企業・団体の住所(SF35) ﾚｺｰﾄﾞ、企業・団体の地理的地域 (SF36) ﾚｺｰﾄﾞ、実行関税率表 (SF40) ﾚｺｰﾄﾞ、及びFROB積荷情報 (SF50) ﾚｺｰﾄﾞが返されるのは、ｴﾗｰ報告の場合だけである。各ｴﾗｰ検出ﾚｺｰﾄﾞの直後に１つ以上のｴﾗｰ(SF90)ﾚｺｰﾄﾞが来る。
「注 
4」
所定の企業･団体分類（SF30, SF31, SF35,及びSF36ﾚｺｰﾄ並びに ISF-10用SF40ﾚｺｰﾄﾞ）内のどのﾚｺｰﾄﾞでもｴﾗｰがある時はいつでも、企業・団体の名称及び種別(SF30)のｸﾞﾙｰﾌﾟﾍｯﾀﾞｰ･ﾚｺｰﾄﾞが返される。SF30 ﾚｺｰﾄﾞのｴﾗｰについては、ｴﾗｰ検出ﾚｺｰﾄﾞの直後に１つ以上のｴﾗｰ(SF90)ﾚｺｰﾄﾞが来る。

「注 
5」
各ISF分類毎に、最後のSF90ﾚｺｰﾄﾞをISFﾃﾞｰﾀの受理若しくは拒否状態を示すISF-5又はISF-10応答ﾒｯｾｰｼﾞの中に加える。
次の例は出力応答ﾒｯｾｰｼﾞｾｯﾄ･ﾚｺｰﾄﾞの順序設定を説明している：
誤りのない入力 ： A, B, SF10, SF15, SF20, SF90, Y, Z.

誤りのある入力 ： A, B, ｴﾗｰﾃﾞｰﾀを検出したSF10, SF15, SF20, SF30, SF36 ﾚｺｰﾄﾞ,
説明的ｴﾗｰ･ﾃｷｽﾄを有し、その5-6桁目が書き込まれたSF90ﾚｺｰﾄﾞ, Y, Z.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SF10 (入力)
輸入者保安申告ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ
これは、提出/積荷種別、ISF輸入者番号、及び担保入れ詳細に関連する情報を提供する必須のﾍｯﾀﾞｰ入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF10 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF10に等しくなければならない。
	

	ISF 提出種別
	1N
	5
	M
	適切なISF提出種別ｺｰﾄﾞについて、注１を参照して下さい。
	1

	積荷種別コード
	2N
	6-7
	M
	提示されている積荷の種類を特定する　ｺｰﾄﾞ。ISF-5申告には01が用いられなければならない。
	2

	ｱｸｼﾖﾝのｺｰﾄﾞ
	1A
	8
	M
	A = 追加, D = 削除, R = 置換
	3

	ｱｸｼｮﾝの理由ｺｰﾄﾞ
	2X
	9-10
	C
	CT =完全なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ
FR =対応範囲の柔軟性
FT = ﾀｲﾐﾝｸﾞの柔軟性
FX =対応範囲及びﾀｲﾐﾝｸﾞの柔軟性
	3

	ISF輸入者番号限定子
	3X
	11-13
	M
	ISF輸入者番号ﾌｨｰﾙﾄﾞで提供されるﾃﾞｰﾀの種別を意味する限定子。
	4

	ISF輸入者番号
	15X
	14-28
	M
	ISF輸入者番号。
	4

	出生日
	8N
	29-36
	C
	出生日の有効な書式はMMDDYY（月、日、年）である。
	

	輸送方式符号
	2N
	37-38
	O
	船舶、コンテナ以外 = ‘10’ (混載ばら積み)、
船舶、コンテナ= ‘11’。
	

	ISFﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ　番号
	15X
	39-53
	C
	CBPにより割当てられた一意のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ識別子。
	5

	SCAC識別子
	4A
	54-57
	O
	運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)。当該ｺﾝﾃﾅを運送している船舶運航者のSCAC。
	6

	税関担保保持者
	15X
	58-72
	C
	そのISF申告に（税関）担保の保持が義務付けられている当事者の識別番号。
	7

	税関担保保持者業務コード
	2AN
	73-74
	C
	使用中の税関担保に属する業務を識別するCBPのコード。
	7

	担保の種類
	1N
	75
	C
	担保の種類を識別するCBPのコード。
	7

	フィラー
	3X
	76-78
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	旅券発行国
	2A
	79-80
	C
	旅券が発行された国についての２桁のISO国符号 (ISO 3166-1) ；ISF輸入者番号限定子= ‘AEF’ (旅券番号)の場合に要求される。
	


「注 
1」
ISF提出種別コードの有効値は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明

1
輸入者保安申告10(ISF-10)の提出

2
輸入者保安申告5(ISF-5)の提出

3
ISF-5提出種別がISF-10（種別）に変更されようとしている

4
ISF-10提出種別がISF-5（種別）に変更されようとしている

5
担保なしで提出された遅延ISF-10申告

6
担保なしで提出された遅延ISF-5申告
ISF-10提出種別の１つが使用される場合、そのSFﾃﾞｰﾀｾｯﾄは次の各企業・団体ｺｰﾄﾞ：MF, SE, BY, ST, CS, CN, IM 及びLG毎に１個のSF30ﾚｺｰﾄﾞを持たなければならない。
ISF-5提出種別の１つが使用される場合、そのSFﾃﾞｰﾀｾｯﾄは次の各企業・団体ｺｰﾄﾞ：BKP及び ST毎に１個のSF30ﾚｺｰﾄﾞを持たなければならない。
企業・団体ｺｰﾄﾞ一覧表は本章のSF30ﾚｺｰﾄﾞのﾍﾟｰｼﾞにある。
ISF提出種別 '5'及び'6'は、輸入者が担保を入手できない、かつ、最初の４つのISF提出種別を用いてもISF提出が受理されない場合に限り、使用できる。
ISF提出種別'3'又は'4'が使われており、かつ、別の置換ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝをCBPに提出しなければならないと言う場合には、これらのISF提出種別を引き続き使用して下さい。'3'又は'4'を使ってISFを変更した後で、'1'又は'2'を使用してはならない。
「注 
2」
積荷種別コードの有効値は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
01
標準的若しくは定期的な貨物
02
指図式(To order)貨物
03
日用品/携帯品（HHG/PE）
04
米軍又は政府物資の船積み
05
外交貨物
06
カルネ
07
返送される米国貨物
08
FTZ 輸送
09
国際郵便貨物
10
大陸棚沖合船積み
11
略式（申告）貨物
「注 
2」 - 続き
ISF-5提出種別を提出する時は、積荷種別コードは01でなければならない。
積荷種別（ｺｰﾄﾞ）11は、正式申告が要求されない少額貨物に使用される。この積荷種別('11')が使用される場合、そのSFﾃﾞｰﾀｾｯﾄは積荷に関する有効な、積荷の下位種別、推定価格（米ドル）、推定数量（最小梱包単位）、及び推定重量（ｷﾛｸﾞﾗﾑ又はﾎﾟﾝﾄﾞ）を含んでいるSF13ﾚｺｰﾄﾞを有しなければならない。ISF要件を満たすために、担保が適格な貨物に要求されることはない。
「注 
3」
”削除”ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞについては、ただSF10ﾚｺｰﾄﾞを SN出力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに前もって規定されたISFﾄﾗﾝｻﾞｸｼﾖﾝ番号を添えて提出するよう義務付けられているだけである。
ｱｸｼｮﾝの理由ｺｰﾄﾞについては、ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞが‘A’ (Add) 又は ‘R’ (Replace)の場合に次のｺｰﾄﾞの内一つを提供することが必須である：
CT = 完全なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ – データが揃っており、特定の柔軟性規則も適用されていない。"CT"が使用される時はいつでも、必要ならそのISFを更新できる、しかし、CBPはそのISFを更新するよう強制しない。 
FR = 対応範囲の柔軟性 – 製造者、配送先（の事業者）、原産国、又は貨物のＨＴＳUS番号に関する一連のﾃﾞｰﾀが提供されている。そのISFは、さらに良い情報が手に入るや否や更新されなければならない、但し決して到着前24時間を下回らないこと。"FR"が使用される時はいつでも、CBPは時宜を得た更新を受信できるよう求める。
FT = ﾀｲﾐﾝｸﾞの柔軟性– CS（混載業者）及び又はLG（ｺﾝﾃﾅ詰め場所）が提供されていない。そのISFは、さらに良い情報が手に入るや否や更新されなければならない、但し決して到着前24時間を下回らないこと。" FT "が使用される時はいつでも、CBPは時宜を得た更新を受信できるよう求める。
FX =対応範囲及びﾀｲﾐﾝｸﾞの柔軟性- "FR"に記載通りの一連のデータが提供され、かつ、CS（混載業者）及び又はLG（ｺﾝﾃﾅ詰め場所）が提供されていない。そのISFは、さらに良い情報が手に入るや否や更新されなければならない、但し決して到着前24時間を下回らないこと。" FX "が使用される時はいつでも、CBPは時宜を得た更新を受信できるよう求める。  

「注 
4」
データ要素の限定子であるISF輸入者番号限定子（左寄せ）は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
EI
雇用者（識別）番号 (IRS #) 

ANI
CBP割当番号
34
社会保障番号
AEF
旅券番号*
2
運送会社識別コード(SCAC)**

* ISF輸入者番号限定子=34であって、かつ、積荷種別ｺｰﾄﾞ=01, 02, 04, 07, 08, 09 又は10 の時はいつでも、SSN（社会保障番号）がCBPに保管されていなければならない。もし、ISF輸入者番号限定子=34、積荷種別ｺｰﾄﾞ=03, 05, 06又は11であって、SSN（社会保障番号）がCBPに保管されていないなら、それならSF20ﾚｺｰﾄﾞで氏名を報告し、並びにDOB（出生日）をこのSF10ﾚｺｰﾄﾞで提供しなければならない。'AEF'（旅券番号）限定子は、積荷種別ｺｰﾄﾞ=03, 05又は06の場合だけ使用されるものとする。もし、ISF輸入者番号限定子がAEF（旅券番号）なら、それならSF20ﾚｺｰﾄﾞで氏名を報告し、並びにそのDOB（出生日）をこのSF10ﾚｺｰﾄﾞで提供しなければならない。
** ‘2’限定子はISF-5提出種別に限り使用されるものとする。
ISF輸入者番号の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国際入庁 (IRS) 番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP 割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
XXXXXXXXXXXXXXX
旅券番号
これらの符号において、N = 数字、 X = 英数字、YY = その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP = その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号。
もし、ISF輸入者番号が内国歳入庁(IRS)番号形式であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、システムは空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換するものとする。輸入者保安申告出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、ISF輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。
FTZ（外国貿易地域）に入れる予定の貨物について、輸入者保安申告の適用上、ISF輸入者は外国貿易地域入れ許可申請者と見なされ、CBP様式3461（即時引取り）で報告されるのと同一の”輸入者番号”とする。例えば、もし、内国歳入庁(IRS)番号が（特定制度）登録輸入者を特定するために、CBP様式3461又はCBP様式7501で使用されるなら、それならﾃﾞｰﾀ要素のISF輸入者番号限定子（左寄せ）でｺｰﾄﾞEIを使用し、かつ、本ﾚｺｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀ要素ISF輸入者番号で内国歳入庁(IRS)番号を報告されたい。
「注 
5」
CBPは、SN（適用業務識別子）ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ･ｾｯﾄ内のCBPからISF申告者への出力応答から成るSF10ﾚｺｰﾄﾞで返される、一意のISFﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ番号 (FFF-NNNNNNNNNNN)を割当てる。 FFF=申告者略号及び NNNNNNNNNNN=連続した数字番号。ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞがAdd の場合、本ﾌｨｰﾙﾄﾞには空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋めが必要である。  
「注 
6」
当該ｺﾝﾃﾅを運送している船舶運航者のSCAC（運送会社識別ｺｰﾄﾞ）。
「注 
7」
担保の種類９は、税関担保（保持者）業務ｺｰﾄﾞが16の場合に限り使用される。もしこの条件であるなら、担保ｺｰﾄﾞ(V1)及び担保整理番号(SBN)の両方について、SF20（ﾚｺｰﾄﾞ）が必須である。注：担保整理番号は担保証書の番号（と同じ）ではない。  

全ての追加若しくは置換ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて、積荷種別ｺｰﾄﾞ= 01, 02, 07, 08 又は 10、かつ、ISF提出種別 が 5 若しくは 6でない時、担保情報は必須である。その他全てのﾄﾗﾝｻﾞｸｼﾖﾝではこれを空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。 

税関担保保持者の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP 割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
有効な税関担保（保持者）業務コードは：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
01
輸入者若しくは通関業者
02
保税商品の管理者
03
国際運送業者
04
外国貿易地域内の(FTZ)事業者
16
輸入者保安申告(ISF)税関担保（保持者）
有効な担保の種類は：

8
根［継続］ 


9
単独取引
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF13 (入力)

積荷情報レコード
これは積荷の追加詳細情報を提供する条件付の入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、積荷種別（ｺｰﾄﾞ）‘11’がSF10ﾚｺｰﾄﾞで提供された時に要求される；そうでなければ、それは任意である。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF13 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF13に等しくなければならない。
	

	積荷の下位種別
	2AN
	5-6
	M
	積荷の下位種別を識別するコード。
	1

	推定価格
	11N
	7-17
	M
	完全（整数）米ドル表示での貨幣価値。その価格はｾﾞﾛを超えなければならない。
	

	推定数量
	11N
	18-28
	M
	最小梱包単位。入力は整数のみ；小数又は分数は不可。その数値はｾﾞﾛを超えなければならない。
	

	測定単位
	3AN
	29-31
	M
	当該推定数量の測定単位を表すｺｰﾄﾞ。

有効な測定単位コードは本刊行物の補遺Bに掲載されている。その積荷と関連する複数の測定単位がある場合、個(PCS)と言う標準の汎用単位が受け入れられる。
	

	推定重量
	11N
	32-42
	M
	キロ又はポンドでの重量。入力は整数のみ；小数又は分数は不可。その数値はｾﾞﾛを超えなければならない。
	

	重量限定子
	1A
	43
	M
	K = キロ, L = ポンド。
	

	フィラー
	37X
	44-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注 
1」
積荷の下位種別の有効値は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明

01
"321項"適用積荷；19USC§1321を参照

02
略式（申告）貨物；19 CFR § 143.21を参照
03
一般的な注釈3(e)貨物；合衆国の実行関税率表(HTSUS)に含まれる一般的な注釈3(e)を参照
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF15 (入力)

積荷参照識別子レコード
これは当該船荷証券番号について、ISF情報を関連する商用申告と結び付けるために使用される、積荷参照識別子を提供する必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。ｺｰﾄﾞ（限定子）は船荷証券の種類を識別するために使用される；通常又はハウス(B/L)。 

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF15 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF15に等しくなければならない。
	

	コード限定子
	2A
	5-6
	M
	積荷参照識別子の種類を識別するコード。
	1

	積荷参照識別子
	50AN
	7-56
	M
	そのｺｰﾄﾞ限定子に関連する船荷証券（番号）。このﾌｨｰﾙﾄﾞは当該船荷証券番号と連結された船荷証券発行者のSCACｺｰﾄﾞを含まなければならない。 
ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。
	1

	フィラー
	24X
	57-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注 
1」
有効な限定子ｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
OB
海洋船荷証券 –通常の（船荷）証券に用いられる
BM
ハウス船荷証券
輸入者保安申告の適用上、次の船荷証券の定義が適用される：:

通常の（船荷）証券－いかなる下層のﾊｳｽ（船荷）証券も持たない非ﾏｽﾀｰ船荷証券と定義される。ISF申告では、これはAMSでCBPに報告された（船荷）証券であって、それは”記名式証券”又は”単純証券”とも呼ばれる。もし、複数の通常の（船荷）証券があるなら、SF15ﾚｺｰﾄﾞがそれに応じて繰り返し使用される。  
ハウス（船荷）証券－ﾏｽﾀｰ（船荷）証券に基いて発行された船荷証券と定義される。ISF申告では、これはAMSでCBPに報告されたﾊｳｽ（船荷）証券に同じ。もし、複数のﾊｳｽ（船荷）証券があるなら、SF15ﾚｺｰﾄﾞがそれに応じて繰り返し使用される。
マスター（船荷）証券－少なくとも１つ以上の下層のハウス船荷証券を包含する船荷証券と定義される。もし、申告者がSF15ﾚｺｰﾄﾞで提供されるﾊｳｽ（船荷）証券に代えて随意のﾏｽﾀｰ（船荷）証券を提供したいと思うなら、そのﾏｽﾀｰ（船荷）証券は “MB”限定子を添えてSF20ﾚｺｰﾄﾞで報告される。SF15ﾚｺｰﾄﾞと同様に、複数のSF20ﾚｺｰﾄﾞが複数のﾏｽﾀｰ（船荷）証券を報告するために使用される。
「注 
1」- 続き
CBPが要求しているのは、ただ最低ﾚﾍﾞﾙでの船荷証券（即ち、通常の記名式/単純船荷証券若しくはﾊｳｽ船荷証券）番号のみであって、ISF申告（AMS?）で報告されるﾏｽﾀｰ船荷証券番号ではない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF20 (入力)

参照識別子レコード
これは参照ﾃﾞｰﾀを提供する条件付の入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF20 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF20に等しくなければならない。
	

	参照識別子の　限定子
	3AN
	5-7
	M
	参照ﾃﾞｰﾀを定義するコード。
	1

	参照識別子
	50x
	8-57
	M
	参照データ。
	2

	フィラー
	23X
	58-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注 
1」
有効な限定子ｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
6B 
合衆国CBP申告番号
6C
カルネ発行国コード及びカルネ番号
MB 
マスター船荷証券番号
SBN
担保整理番号(注：これは担保証書の番号と同じものではない)
V1 
担保コード
CR
ユーザー定義の参照番号
FN
ISF申告者の氏名

6B（申告番号）及びMB（ﾏｽﾀｰ（船荷）証券番号）は任意である。
担保（保持者）業務ｺｰﾄﾞが'16'で、かつ、担保の種類が'9'の場合、V1及びSBNが必要である。 

6C（ｶﾙﾈ）は積荷種別ｺｰﾄﾞ='06'（ｶﾙﾈ）の場合に要求される。
CR（ﾕｰｻﾞｰ定義）は（適用業務識別子）SN及びSAの両方のﾒｯｾｰｼﾞで返される任意の　ﾕｰｻﾞｰ定義ﾌｨｰﾙﾄﾞである。
FN（申告者氏名）は、旅券番号又は社会保障番号がSF10ﾚｺｰﾄﾞのISF輸入者を特定するために使用される場合に、要求される。
「注 
2」
参照識別子の限定子=6Bならば、参照識別子に関して申告番号は次のように正規化及び書式設定されなければならない：FFFNNNNNNNN。
参照識別子の限定子=MBならば、参照識別子に関してﾏｽﾀｰ船荷証券番号は当該船荷証券番号と連結された船荷証券発行者のSCACｺｰﾄﾞを含まなければならない。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。 
参照識別子の限定子=6Cならば、カルネ発行国コード及びカルネ番号は次のように参照識別子に関して連結形式で提供されなければならない： 
２桁の国コード（カルネ発行国）の後にカルネ番号が続く。 国コードについては、本刊行物の補遺Bを参照すること。 
参照識別子の限定子=FNならば、参照識別子に関して”氏、名、ﾐﾄﾞﾙ頭文字”形式を使用する正式氏名が要求される。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF25 (入力)

コンテナ/設備レコード
これは各コンテナについての情報を報告するために使用される任意の入力レコードで　ある。  

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF25 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF25に等しくなければならない。
	

	設備記述コード

	2X
	5-6
	M
	その設備を記述［説明］するコード。  有効なコードは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	設備の頭文字
	4A
	7-10
	M
	設備通し番号に先行する英字接頭辞。
	

	設備番号
	15N
	11-25
	M
	当該設備の通し番号。
	

	設備番号検査　数字[ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ]
	1N
	26
	C
	設備番号の検査数字。全ての複合一貫輸送設備が検査数字を有するとは限らない、でも、もしその設備が検査数字をもつなら、ここでそれを報告しなければならない。
	

	設備の型種別　コード
	4AN
	27-30
	O
	設備の種類を識別するコード。有効なコードは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	フィラー
	50X
	31-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF30 (入力)

企業・団体の名称及び種別レコード
これはその身元証明が報告されようとしている営利企業・団体の種類を識別する必須のﾚｺｰﾄﾞである。
営利企業･団体を報告する時はいつでも、もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞの企業･団体限定子が次のｺｰﾄﾞMF (製造者), SE (販売者), BY (購入者), ST (配布先（の事業者）), CS (混載業者), LG (コンテナ詰め場所)又は BKP(予約業者)に等しいなら、SF30, SF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞが使用されなければならない。SF30ﾚｺｰﾄﾞは報告しようとしている企業・団体を確認する。  SF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞは、合衆国以外の住所の書式に見られる色々な習慣に適応するために、（それぞれ）住所及び地理的な位置報告に対する解析対象ﾌｨｰﾙﾄﾞを提供する。二者択一的に、これら関係者のいずれかの名称及び住所を報告する代わりに、DUNS番号が使用される。その上、ST（届け先）を報告するためにFIRMSｺｰﾄﾞが使用される。DUNS番号若しくはFIRMSｺｰﾄﾞが使用されるなら、SF30ﾚｺｰﾄﾞ以外は要求されない。
もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業・団体ｺｰﾄﾞCN（荷受人）又はIM（登録輸入者）を含むなら、それなら営利企業・団体を報告するためにSF30ﾚｺｰﾄﾞのみが使用される。ISF申告毎にただ一つの（特定制度）登録輸入者と決まっている。
各製造者ﾙｰﾌﾟについて、SF30, SF31 (任意), SF35,及び SF36ﾚｺｰﾄﾞのその後に、かの製造者に関連する実行関税率表と原産国の情報から成るSF40ﾚｺｰﾄﾞが続かなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF30 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF30に等しくなければならない。
	

	企業・団体ｺｰﾄﾞ
	3A
	5-7
	M
	報告しようとしている営利企業・団体の種類を識別する ｺｰﾄﾞ。
	1

	企業･団体の名称
	35X
	8-42
	C
	企業・団体ｺｰﾄﾞにより特定される企業・団体の名称。企業・団体識別子が使われている場合、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］でなければならない。
	

	企業･団体識別子の限定子
	3X
	43-45
	C
	企業・団体識別子が名称及び住所に代えて供給されようとしている場合、このﾌｨｰﾙﾄﾞが使用されなければならない。もし、企業･団体識別子がCN又はIMなら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは必須である。
	2

	企業･団体識別子
	20X
	46-65
	C
	企業・団体識別子により特定されるコード。もし、企業･団体識別子がCN又はIMなら、このﾌｨｰﾙﾄﾞは必須である。
	2

	国符号
	2AN
	66-67
	C
	２文字の（旅券）発行国符号。企業･団体識別子ﾌｨｰﾙﾄﾞに関して旅券番号を使用する時､このﾌｨｰﾙﾄﾞが必要である。
	

	出生日 (DOB)
	8X
	68-75
	C
	企業･団体識別子ﾌｨｰﾙﾄﾞに関して旅券番号若しくは社会保障番号を使用する時、このﾌｨｰﾙﾄﾞが必要になる。有効な書式はMMDDYY（月、日、年）である。
	3

	フィラー
	5X
	76-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注 
1」
企業･団体コード：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
MF

製造者/供給者
SE

販売業者
BY

購買業者
ST

配送先（の事業者）
LG

コンテナ詰めの予定場所
CS

混載業者
BKP

予約業者 
CN

荷受人
IM
　　（特定制度）登録輸入者
「注 
2」
企業・団体識別子の限定子の有効値は次の通り：
EI
=
雇用者（識別）番号 (IRS #) 



有効な書式は：
NN‑NNNNNNNXX


企業･団体コードがSE, BY, CN 又は IM以外の場合に、この

限定子を使用してはならない。
ANI
=
CBP割当の番号


有効な書式は：
YYDDPP‑NNNNN


企業･団体コードがSE, BY, CN 又は IM以外の場合に、この

限定子を使用してはならない。
CIN
=
CBPで暗号化された荷受人ID



有効な書式は：
‑CCCCCCCCCCC


企業･団体コードがSE, BY, CN 又は IM以外の場合に、この

限定子を使用してはならない。
34*
=
社会保障番号


有効な書式は：
NNN‑NN‑NNNN


企業･団体コードがSE, BY, CN 又は IM以外の場合に、この

限定子を使用してはならない。
DUN
=
ダンズ番号


有効な書式は：
NNNNNNNNN


企業･団体コードがMF, SE, BY, ST, LG, CS 又は BKP以外の

場合に、この限定子を使用してはならない。
DNS
=
ﾀﾞﾝｽﾞ番号+4 文字の接尾辞


有効な書式は：
NNNNNNNNNNNNN


企業･団体コードがMF, SE, BY, ST, LG, CS 又は BKP以外の

場合に、この限定子を使用してはならない。
「注 
2」 - 続き
FR
=
施設情報源管理システム(FIRMS) コード


有効な書式は
ANNN


企業･団体コードがST以外の場合に、この限定子を使用しては
ならない。
AEF*
=
旅券番号


有効な書式は：
XXXXXXXXXXXXXXX
もし、SF10ﾚｺｰﾄﾞの積荷種別（ｺｰﾄﾞ）が03,05,又は06なら、企業･団体ｺｰﾄﾞがCN又はIM以外の場合に、この限定子を使用してはならない。
これらの符号において、A = 英字、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号及び

C =英数字又は特殊文字。
古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。

一つのISF申告に対しただ一つの（特定制度）登録輸入者と決まっている。
* ISF輸入者番号限定子=34であって、かつ、積荷種別ｺｰﾄﾞ=01, 02, 04, 07, 08, 09 又は10 の時はいつでも、SSN（社会保障番号）がCBPに保管されていなければならない。もし、ISF輸入者番号限定子=34、積荷種別ｺｰﾄﾞ=03, 05, 06又は11であって、SSN（社会保障番号）がCBPに保管されていないなら、それなら氏名及びDOB（出生日）をこのSF30ﾚｺｰﾄﾞで提供しなければならない。'AEF'（旅券番号）限定子は、積荷種別ｺｰﾄﾞ=03, 05又は06の場合だけ使用されるものとする。もし、ISF輸入者番号限定子がAEF（旅券番号）なら、それなら氏名及びDOB（出生日）をこのSF30ﾚｺｰﾄﾞで提供しなければならない。他の場合は全て、次に該当する：企業・団体の名称又は企業・団体識別子のいずれか一方のみをSF30（ﾚｺｰﾄﾞ）毎に規定できる。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体の名称を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞが使用されなければならない。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体識別子を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞは使用されない。
「注 
3」
旅券番号が企業･団体識別子として用いられる時はいつでも、次のことも併せて要求される：それは企業･団体の名称に関して正式登録名称、発行国ｺｰﾄﾞ及びDOB（出生日）である。
社会保障番号が企業･団体識別子として用いられる時はいつでも、次のことも併せて要求されることがある：それは企業･団体の名称に関して正式登録名称及びDOB（出生日）である。
DOB（出生日）の有効な書式はMMDDYYYYである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF31 (入力)

企業・団体の副次的名称レコード
これはその前のSF30ﾚｺｰﾄﾞで報告される営利企業・団体の副次的名称を提供する任意のﾚｺｰﾄﾞである。 

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF31 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF31に等しくなければならない。
	

	企業･団体コード
	3A
	5-7
	M
	副次的名称の種類を識別するコード。
	1

	企業･団体の名称
	35X
	8-42
	M
	SF30ﾚｺｰﾄﾞで報告される企業・団体　　の副次的名称。
	

	フィラー
	38X
	43-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注 
1」
有効な企業・団体コードは次の通り：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
ALA

代替届け先人
DH

の名前で事業経営中
DV

（官庁の）局
NU

旧社名
NV

旧事業体名称
XD

別名 (使用されるその他名称)

ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF35 (入力)

企業・団体の住所レコード
これは企業･団体の住所ﾃﾞｰﾀから成る情報を送信するために使用される条件付ﾚｺｰﾄﾞである。企業・団体の名称又は企業・団体識別子のいずれか一方のみをSF30（ﾚｺｰﾄﾞ）毎に規定できる。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体の名称を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞが使用されなければならない。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体識別子を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞは使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF35 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF35に等しくなければならない。
	

	住所構成要素　の限定子
	2AN
	5-6
	M
	住所情報ﾃﾞｰﾀ要素に関して情報を類型化する住所構成要素の限定子。
	1

	住所情報
	35AN
	7-41
	M
	住所構成要素の限定子・ﾃﾞｰﾀ要素に対応する住所情報。
	

	住所構成要素　の限定子
	2AN
	42-43
	O
	住所情報ﾃﾞｰﾀ要素に関して情報を類型化する住所構成要素の限定子。
	1

	住所情報
	35AN
	44-78
	O
	住所構成要素の限定子・ﾃﾞｰﾀ要素に対応する住所情報。
	

	フィラー
	2X
	79-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注 
1」
有効な住所構成要素の限定子は次の通り：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
01 

番地
02 

通りの名前
05 

私書箱番号
12 

建屋名
13

アパートの部屋番号
14 

ビル内の部屋番号
15

構造化されていない所在地住所
28 

団体の名称
30 

埠頭
31 

建物などの翼
32 

階数
35 

室
37 

ユニット
57 

交差道路
AK

家屋番号
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF36 (入力)

企業・団体の地理（学）的地域レコード
これはSF30ﾚｺｰﾄﾞで報告される企業･団体の住所に関連する都市、国、地理的に（国より）下位の組織ｺｰﾄﾞ［地方区分ｺｰﾄﾞ］及び郵便番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付ﾚｺｰﾄﾞである。企業・団体の名称又は企業・団体識別子のいずれか一方のみをSF30（ﾚｺｰﾄﾞ）毎に規定できる。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体の名称を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞが使用されなければならない。もし、SF30ﾚｺｰﾄﾞが企業･団体識別子を含むなら、それならSF35及びSF36ﾚｺｰﾄﾞは使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF36 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF36に等しくなければならない。
	

	都市名
	35AN
	5-39
	M
	その企業・団体が位置する住所の内の都市の部分。
	

	国以下の組織　コード
	3AN
	40-42
	C
	ISO地方区分コード。

http://www.unece.org/cefact/locode/service/sublocat.htm. 適用できないなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	フィラー
	6X
	43-48
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	郵便番号
	15AN
	49-63
	C
	郵便番号 (即ち、米国におけるｼﾞｯﾌﾟｺｰﾄﾞ)。郵便番号が分からないなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	国符号

	2A
	64-65
	M
	当該住所の内の国の部分を表す国際標準化機構(ISO)国符号。ISO国符号の　一覧表は本刊行物の補遺Bの中に見出せる。
	

	フィラー
	15X
	66-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF40 (入力)

実行関税率表レコード
これは、この品目との関連性を示す特定の製造者ループと関連する場合に、６桁と言う最小単位でその実行関税率表品目番号を送信するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。 

ISF-10申告では、各製造者毎に、SF30, SF31, SF35,及び SF36ﾚｺｰﾄﾞのその後に、実行関税率表と原産国の情報から成るSF40ﾚｺｰﾄﾞが続かなければならない。  

ISF-5申告では、全てのSF40ﾚｺｰﾄﾞは最後の営利企業・団体ﾙｰﾌﾟの後に報告されなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF40 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF40に等しくなければならない。
	

	実行（関税率表）番号
	10N
	5-14
	M
	その（関税）税目番号を表す注解合衆国実行関税率表にあるｺｰﾄﾞ。番号を左詰めにすること。そのｺｰﾄﾞの最初の６桁のみ必須であって、８桁及び１０桁の実行関税率表ｺｰﾄﾞは任意である。
	

	原産国
	2AN
	15-16
	C
	物品が生産され、製造され又は栽培された原産国を表すISOｺｰﾄﾞ。ISF申告が積み降ろしされない外国貨物(FROB)、直輸出(IE)又は保税運送後輸出(TE)積荷について行われようとしている場合、即ちISF-5申告の場合、原産国が必要ではない。ISOｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Ｂにある。
	

	フィラー
	64X
	17-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF50 (入力)

FROB積荷情報レコード
これは、当該積荷がFROB（米国で荷降ろしされない外国貨物）として、又は輸出のための保税運送・輸送通関申告 ﾀｲﾌﾟ 62（保税運送後輸出）及びﾀｲﾌﾟ 63（直輸出）の条項に基いて、合衆国の税関管轄区域を通過する時に限り要求されるものであって、SF10 　ﾚｺｰﾄﾞのISF提出ﾀｲﾌﾟがｺｰﾄﾞ '2' (ISF-5)に等しい、条件付ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF50 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF50に等しくなければならない。
	

	コード限定子 
	3X
	5-7
	M
	外国の積み降ろし港データ要素におけるデータの参照元を定義するコード。
	1

	外国の積み降ろし港
	15AN
	8-22
	M
	貨物が合衆国からの輸出後どこに陸揚げされるのかを報告するために使用される外国の海港のコード。
	

	コード限定子 
	3X
	23-25
	M
	引渡し場所データ要素における当該　データの参照元を定義するコード。
	1

	引渡し場所
	15AN
	26-40
	M
	引渡しが積み降ろし港を超えて外国の中で生ずる都市識別のために使用されるコード。
	

	フィラー
	40X
	41-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注 
1」
有効なｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
　　　　説　　　明
K
別表Ｋのコード（米国陸軍工兵隊別表Ｋのコード）はABIの参考資料抜粋ﾌｧｲﾙ照会（適用業務(識別子) FI）を用いて入手可能である。 

UN
UNLocコード（国連所在地コード）は次のURLで見つけられる。
http://www.unece.org/cefact/locode/
ﾚｺｰﾄﾞの識別子SF90 (出力)

エラー又は受理/拒否メッセージ・レコード
これは受理/拒否情報をISF-10又はISF-5 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄの提出者に提供するために使用される必須の出力レコードである。   
ISF入力が処理され、かつ、誤りのないことが分かる時はいつでも、CBPはSF10ﾚｺｰﾄﾞ、SF15ﾚｺｰﾄﾞ、SF20ﾚｺｰﾄﾞ、及び SF90 ﾚｺｰﾄﾞをISF-10又はISF-5入力ﾃﾞｰﾀｾｯﾄを提供したﾃﾞｰﾀ処理ｻｲﾄに返す。
ISF入力が処理され、かつ、誤りを含むことが分かる時はいつでも、CBPは（入力された）そのSF10ﾚｺｰﾄﾞ、SF15ﾚｺｰﾄﾞ、及びSF20ﾚｺｰﾄﾞを返す。 誤りを含むﾚｺｰﾄﾞはどれでもその後に対応するSF90ﾚｺｰﾄﾞが続く。誤りがSF31, SF35又はSF36で起る時はいつでも、その対応するSF30ﾚｺｰﾄﾞがその誤りを含むﾚｺｰﾄﾞと共に返される。ISF-10申告では、誤りがﾚｺｰﾄﾞのSF40で起る時はいつでも、それがその対応するSF30ﾚｺｰﾄﾞと共に返される。
「注」：SF90ﾚｺｰﾄﾞには２種類あり、それはﾚｺｰﾄﾞ・ﾚﾍﾞﾙのSF90とﾒｯｾｰｼﾞ・ﾚﾍﾞﾙのSF90である。ﾚｺｰﾄﾞ･ﾚﾍﾞﾙのSF90は特定のﾚｺｰﾄﾞに関連している誤りの説明を提供する。  ﾒｯｾｰｼﾞ･ﾚﾍﾞﾙのSF90はISF申告の（進行）状況を提供する。  

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SF90 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にSF90に等しくなければならない。
	

	ﾒｯｾｰｼﾞ種別ｺｰﾄﾞ
	2AN
	5-6
	M
	01 = 拒否メッセージ
02 = 受理メッセージ
03 = 警告付き受理メッセージ
11 = レコードが拒否された
13 = 警告付きでレコードが受理された
	

	エラーコード
	3AN
	7-9
	C
	ﾚｺｰﾄﾞ･ﾚﾍﾞﾙの誤りを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	叙述的ﾒｯｾｰｼﾞ文
	40X
	10-49
	M
	叙述的ﾒｯｾｰｼﾞ文。
	

	フィラー
	31X
	50-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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